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Ａ．研究目的             
障碍については、これまでしばしば障

碍のある能力の改善を目指した「支援」
が行われてきた。しかし、そのような「
支援」が当事者をかえって苦しめること
につながるケースも散見される。それは
一体なぜなのか、その要因を検討すると
ともに、「能力の障碍」とは異なった新
たな障碍概念を模索し、支援の中心的な
指針を見出すことを研究目的とした。 

 
Ｂ．研究方法 
  障碍児やその保護者、それを取り巻く社

会的状況に関連する主たる文献から、さま
ざまな事例を収集した。そして、それらに対
して関係発達論的な検討を加え、障碍をめ
ぐる諸問題の中心に何があるのか、障碍を
どのように捉えるべきかについて、仮説的
モデルを作成するとともに、その仮説的モ
デルがその他の事例にも適用可能であるか
を検討し、必要な修正を加えていくという
作業を繰り返した。最終的に、そのような修
正が必要なくなり、いわゆる「理論的飽和」
に達したと思われる時点で、そのモデルを
新たな障碍概念として整理し、それに基づ
く支援のあり方を検討した。 

                   
Ｃ．研究結果             

 
支援が成功していると思われる事例や

、そうではなくかえって当事者を苦しめ
ることになってしまっていると思われる
各種の事例の分析から、障碍の中心には
関係性の障碍があることが明らかになっ
た。すなわち、能力の改善が見られるこ
とが当事者の生活の質（QOL）の向上に
直ちにつながるわけではなく、それ以前
に子ども、保護者、支援者の関係性が、
子どもを一人の主体として受け止めるよ
うなものになっていることによって、当
事者が生きやすくなり、それが諸々の良
い循環につながっていくこと、逆にそれ
が阻害されてしまうと、いくら能力の改
善が目指されても当事者が苦しい状況に
陥っていく傾向があることが明らかにな
った。 

 
Ｄ．考察 
  非障碍児の育ちの過程は、子どもを育て
る者たち（養育者、保育者等）が、子どもと
の気持ちの交流を喜び、子どもが独自の興
味・関心を発揮していくのを支える中で、自
然と子どもが主体的になっていく過程であ
る。一方、障碍児の場合、育てる者たちのか
かわりが障碍の改善を第一に目指すものに
なりがちで、その結果、子どもの主体性の育
ちが阻害され、それが諸々の困難を引き起
こしていく傾向がある。それゆえ、障碍の中
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心にあるのは関係性の障碍であるというこ
とを軸とした、新たな障碍概念が必要だと
思われる。 

   
Ｅ．結論               
  障碍とは、関係性の障碍、能力の障碍、

社会の障碍が絡み合った一つの「状況」で
あり、その中心にあるのは関係性の障碍で
ある。この関係性の障碍への支援を中心に
して諸々の支援を組み立てることによっ
て、当事者の抱える生きにくさが緩和され
ると考えられる。 

                   
Ｆ．研究発表 
 1．著  書： 

大倉得史（2020 予定）：「第 1章 乳幼児

の主体性（こころ）と社会性を育む支

援」所収 黒田生子ほか編著・監修『聴

覚障がい児・盲ろう児の発達支援テキス

ト（DVD 付き）実践編』 エスコアール 

2.  論文発表 
  特になし。 
3.  学会発表 

  特になし。 
                   
Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 
（予定を含む。）  
 1. 特許取得 
   特になし。 
2. 実用新案登録 
  特になし。 
3.その他 
  特になし。 
 


